
　介護予防美容の発祥の
地として、私たちの拠点で
ある川西市を中心に活動し
ています。10月は阪急川
西能勢口駅直結の会場に
て、セミナーを開催しまし
た。この日は私どもの指導
から誕生した介護メイク士
3名による運営で行いました。今日の3名は現役の訪問看護師、介
護士、介護ヘルパーと3名とも介護の職に従事し、実際の介護現場
をよく知る人たちです。要介護とならない健康寿命と呼ばれる期
間を延ばすことが、いかに大切かを知っています。健康寿命が長け
れば介護される本人だけではなく、その周りの人間にも幸福な時
間を生み出すことができることを良く知った人材です。
　セミナーは集中力が持続するよう1時間程度で、美容だけのイ
メージが強いメイクが脳活にどう作用するのか、認知症と健康寿
命についての座学を先に行います。その後はまず、リンパを流す
100秒ストレッチ。このストレッチも川西で深層リンパマッサージ
をされている方に考案いただいたものです。座ったままでできる
体操で、実際に行うとちょうど100秒。本当に100秒なんです。リ
ンパを流すと老廃物の排出を促し、免疫が上がって健康につなが
る。手軽で効果的なんですよ。体操で体をほぐしたらいよいよ左右
両手を使った脳活美容メイクの実践、といった流れでセミナーを
進めます。参加者さんの背景は毎回いろいろですね。自発的にこ
こに来られた方、娘さんなどご家族同伴で来られた方。ただ毎回
そうなのですが、特にご高齢の方を中心に最初は懐疑的であった
り、不安から皆さん一様に表情が硬いんです。でも、座学が終わっ

て、100秒ストレッチで体をほぐして、眉を書く段階になると皆さ
んのエンジンがかかりまして、会場内にやる気やワクワクとした空
気が漂ってきます。セミナーを終えて毎回ちょっとしたお茶会を開
くのですが、お茶会の席に着くころには皆さんの表情が本当に柔
らかくて、笑顔がいっぱい。本当に毎回こうなんですよ。「ああ、メ
イクのチカラってすごいな」って我ながら思います。

メイクをすれば心が動く、心が動けば体が動く、体が動けば健康になる、健康になればまたメイクをしたくなる、
セミナーでの印象的なお話でした。実際に眉を描くことで声が張り、笑顔になった高齢者の方を目の当たりにし
て、ぜひこのメイクの魔法を全国に広げて欲しいと心が震えました。発展を期待しています。

財団スタッフ
コメント

介護メイク士協会
介護メイク士による脳活美容セミナー

　メイク(美容)のチカラで地域に暮らす高齢者の皆さまが自分に
自信を持って暮らせるために、認知症予防およびフレイル予防と
いった自立支援のサポートを行っています。地域のコミュニティで
介護メイク士が、脳活につながるメイクレッスンを行い、高齢者が
元気な社会を創ることを目指しています。

代表　阪上 明子様

脳活も、美容も、健康も、
メイクの魔法はみんなにかかる

　私の母は現在90歳を超えていますが、足が悪いのと耳が聞こ
えにくいだけで、お風呂も自分で入り、身の回りのことがきちんと
できています。母は今でもメイクをしていて、あ、それがいいのか
なと。身近な人物のおかげで脳活メイクのヒントを得ました。母が
元気でいてくれないと私は自由に動けないですからね。この活動
を始めるきっかけは、いたってシンプルなものでした。メイクが手
段なら30年以上美容の仕事をしてきた経験も活かせますし。活動
を本格化するにあたって根拠が必要だと思い、とある経営者の方
に脳神経外科の先生を紹介いただきましたが、思うように話は進
まずでした。というのも、この先生は日本一の執刀数を目指す方、
予防よりも切ることが最重要な立ち位置でいらしたので仕方がな
かったわけで。要介護者にメイクを施す従来の介護メイク士の先
生に先述の医師とのお話をしていたところ「私の弟が脳神経内科
医よ」と、思いもよらぬところからご縁をいただきました。新たにご
紹介いただいた先生の見解のもと、メイクが脳活に繋がる根拠を
まとめ、毎日継続しやすいように顔の印象の7割を占める眉に焦点
をあてて展開したわけです。

きっかけはシンプル

　今日のセミナーを運営した3名のように、今後はどんどん介護メ
イク士を増やしたいですね。そして神戸チーム、大阪南チームと
いった感じでどんどん独立してほしい。現在、介護メイク勉強中の
方に男性美容師さんがいます。男性介護メイク士が誕生したら、ま
すます男女問わず参加しやすい環境を作れるかもしれません。そ
して目指すはメイクによる介護予防が世のスタンダードになるこ
と。全国制覇ですね。まだまだ、これからも頑張ります。

目指せ！全国制覇！

キラリと光る代表のセンスの良さと工夫で整備された美しい空間は、ここに集う人たちへの愛があふれていま
した。ここに来たいと切望する外国人ボランティアの方へのケアも確立し、新しい手法の居場所づくりを実現し
ていると思います。愛あふれるこの場所をいつまでも守ってほしいと願っています。

財団スタッフ
コメント

一般社団法人 アグリステーション丹波ささやま
丹波篠山市から世界につながる多世代交流プロジェクト

　丹波篠山地域も共働き家庭や核家族の増加により地域の輪が
希薄化、孤独感や無力感を持つ子どもが増えています。既存の学
校や施設では受け入れ年齢制限も多く、放課後の居場所不足もあ
り、異年齢や多世代交流の機会にもめぐまれていません。私たち
はどの年齢の子も大人も受け入れられる居場所として、多世代、多
文化が自然に交わる『開かれた日常』を作ることを目指して、子ど
もの第三の居場所を運営しています。

代表理事　西尾 雅子様

　　私がアグリステーションでの活動に注力するようになったの
は4年ぐらい前です。コロナ禍真っ只中で、そもそも居場所事業が
運営できるのかという不安もありました。学校行事中止や接触を
避ける指導、上手に対応すれば外で遊んだりできるのに、社会の
空気がそれを許さない。不安はありましたが、なんとしてでも子ど
もたちの居場所を作ろうという思いで、迷ってはいられませんでし
た。だって子どもはすぐ大きくなってしまう。子どもが遊びたいの
は、何かを体験したいのは、居場所が欲しいのは今この瞬間なん
です。そう思ったら動かずにはいられませんでした。拠点となるここ
は廃園になった保育園。窓が大きく、目の前に広がる園庭とその向こ
うに大きな田畑、なんせ空間が広くて。どうしてでしょうか、この景色
をなぜか外国の方が非常に好まれまして、フランスを中心にたくさ
んの外国人ボランティア
の方が来てくれていま
す。おかげさまで、都会と
違って外国人と接する機
会の少ないこの地でも、
子ども達に異文化を体験
させてあげる機会も創出
できています。

広い空、土のかおり、
今この瞬間を生きる子どもたちのために

築60年の魅力とみんなのちから

　今回の助成のおかげをもちまして順調にイベントを開催し続け
ています。企画内容は子どもも親も、外国人含むスタッフもみんな
がワクワクすることが基準。例えば英語も
できるフランス人ボランティアによる絵本
『スイミー』の三か国語読み聞かせの会。ア
グリには工作が得意な保育士のスタッフも
いてスイミーの造形をしたり、魚の形のゼ
リーを用意してスイミーゼリーを作ったり
もしました。最近は地域食堂として『おにぎ
り会』を緊急開催。「ずっと米食べてない」ア
グリに来た子どもの衝撃発言により緊急開
催しました。ここは丹波篠山ですよ。米どこ
ろであっても価格高騰で米以外の主食を召
し上がるご家庭も増えているようです。豚汁を用意し、おにぎりは一
人2個まで。具はバイキング形式、自分で握って食べてもらいまし
た。笑っちゃうくらい大きなおにぎりを作る子、おじいちゃんと来た
子、多世代みんなで楽しみました。ここに集まる子はみんな優しくて
「〇〇君も来るかもしれないから、ちゃんと材料残しておこう」「学校
の先生も誘ってきてもいい？」って聞くんです。アグリに来る子ども
たちはいろんな経験を積んで、のびのびと優しい心を育んでくれて
いて私も嬉しくなります。ですが、やっと軌道にのったと思った矢先
に、来年度以降の運営資金について突如大きな試練が降りかかり、
また一から頑張らなくてはならなく
なりました。でも、まだあきらめて
はいません。やれるだけのことをや
りきって、なんとかここを守ってい
きたい、子ども達の居場所のため
に絶対にあきらめません。

経験値を高める、
そんなワクワクを抱きしめて

　私は古いものを大切にすることが好きで、できるだけ使えるもの
は大事に守りたい思いがあります。しかし築60年超えの建物で子ど
もたちを受け入れるためには、安全対策を軽視することは絶対にで
きない、残せるものはできるだけ残しつつしっかりと対応しました。
耐震工事はとても費用が嵩みましたので、内装の改修のほとんどは
自分達の手で。コロナ禍で時間に余裕のあった地域の高校生の協
力は本当にありがたかったです。工業科の子たちと私の夫がカフェ
のテーブルを学校の廃机の脚に板を貼って作ってくれたんですよ。
素人ですのでペンキを塗った壁や木製の窓枠などに不格好なとこ

ろもありますが、それは大切な想い出として残していきたいです。子
どもの遊び場は安全に留意し、授乳室とおむつ交換室は分けて落ち
着く空間に、子どもと一緒に入れるトイレ、小さな子から大人まで多
世代みんなが安心して集える場所を考えて作り上げていきました。
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は大事に守りたい思いがあります。しかし築60年超えの建物で子ど
もたちを受け入れるためには、安全対策を軽視することは絶対にで
きない、残せるものはできるだけ残しつつしっかりと対応しました。
耐震工事はとても費用が嵩みましたので、内装の改修のほとんどは
自分達の手で。コロナ禍で時間に余裕のあった地域の高校生の協
力は本当にありがたかったです。工業科の子たちと私の夫がカフェ
のテーブルを学校の廃机の脚に板を貼って作ってくれたんですよ。
素人ですのでペンキを塗った壁や木製の窓枠などに不格好なとこ

ろもありますが、それは大切な想い出として残していきたいです。子
どもの遊び場は安全に留意し、授乳室とおむつ交換室は分けて落ち
着く空間に、子どもと一緒に入れるトイレ、小さな子から大人まで多
世代みんなが安心して集える場所を考えて作り上げていきました。
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　夏休みに、3日間の日程でサ
マースクールを実施しました。
ベトナムや日本など、さまざま
な外国にルーツを持つ小学生
19名が参加してくれました。室
内学習では、子どもたちは自分
の名前を漢字やベトナム語で書
いたり、お互いの母国語を教え合ったりして、その様子を見ているだ
けでほっこりしました。
　メインイベントは水上人形劇です。発表の舞台となる公園では、
熱中症対策を万全にしながら、自分たちの手で竹のやぐらとプール
を組み立てるという大仕事に挑戦。ベトナムからお招きしたプロの
劇団員の方に、人形の操り方を丁寧に教わって、みんな一生懸命練
習に励んでいました。

　発表会当日、地域の皆さんに見守られながら、子どもたちは5つ
の演目を披露しました。初めは参加を渋っていた子もいたんです
が、発表が終わる頃には皆とても晴れやかな表情で、本当に楽しそ
うでした。
　観客の方々からは「昨年も見に来たから、今年も楽しみにしていた
よ」といった、心温まるお言葉をたくさんいただきました。
　次年度は、サマースクールの大人版を企画したり、水上人形劇

ベトナム住民の方だけでなく、地域に住む様々な方々が参加して成り立っている団体で、活動を通じて地元の方
とのつながりや温かさを強く感じました。今後は地元企業などともっと関係を深めることで、多角的な視点を取
り入れながら、この地域に根差した活動がさらに発展していくことを期待します。

財団スタッフ
コメント

VIAN
ベトナムと長田をつなぐアートプロジェクト 2025

　神戸市長田区の真野地区で「Làng tôi（ラン・トイ）」（私の村）と
いうコミュニティースペースを運営しています。スタジオの前に
は、私設の「ちいさな図書館」を設置しています。誰でも24時間自
由に使えるこの図書館には、日本語やベトナム語の本や絵本を置
いています。また、日本語
学習クラブや、ベトナムに
ルーツを持つ子どもたち
が母国語や文化を学ぶ寺
子屋も開いています。

代表　横堀 ふみ様

水上人形劇で育む　心の交流 　真野地区では、公害問題への反対運動をきっかけに「まちづくり
推進会」が発足しました。それ以来、住民、企業、そしてまちが一体
となって地域づくりの礎を築いてきました。私たちの活動を大きく
支えてくれたのは、ベトナム人住民を支援する一人の日本人男性
でした。彼が活動場所の情報を教えてくれたり、団体の広報を手
伝ってくれたりと、本当に多岐にわたるサポートをしてくれたおか
げで、活動が地域に認知されるようになりました。人とのつながり
を大切にする、この地域ならではの出来事だと改めて実感してい
ます。今では住民の会議に出席するほか、地元が主催する防災訓
練でベトナムのおにぎりを提供するなど、地域と深く関わりなが
ら、皆さんとともに協力して活動を続けています。
　2月にはベトナムの旧正月を祝うイベントを企画しています。地
域の方やいろんな世代・国籍の方々に参加してもらい、伝統的な
「ちまき」作りを通じて交流を深めたいと思っています。このイベン
トを通して、地域の方はもちろん、日本で育った子どもたちや留学
生など、これまでベトナムの文化に触れる機会が少なかった方に
も、現地のお正月の過ごし方や食文化を体験してもらいたいです。

つながる、ひろがる、地域の輪

　私たちが今、課題だと感じているのは、運営と広報のスタッフ体
制づくりです。活動をさらに成長させる上で、ここは本当に大切な部
分だと考えています。今後の目標としては、まずベトナムに縁のある
若い世代、例えば高校生や大学生に積極的に参加を呼びかけてい
きたいです。世代を超えたつながりをつくることで、活動に新しい風
を吹き込みたいと思っています。それと同時に、地域の方々ともっと
絆を深めて、安定した運営基盤と組織体制を整えていきます。
　将来的には、ここに住む皆さんが中心になって水上人形劇の上
演を行えるように、次世代を担う人形操者や音楽演奏者を育てて
いきたいと考えています。みんなで一緒にこの文化を伝えていき
たいです。

地域と若者が支える　
持続可能な体制づくり

の公演に生演奏を取り入れたりするなど、参加してくださる皆さん
に心から楽しんでいただけるような芸術体験を、もっと工夫して提
供していきたいと考えています。

ぴあファーム
新ぴあファームクラブハウスをつくる

代表　藤原 克成様

メンバーの皆さまのお人柄や、これまでの地域への貢献がぴあファームを支える大きな力であり、魅力だと感じました。野菜の収
益が農園運営費だけではなく、少額とはいえ作業に従事した施設の方に対価としてお渡ししているというお話を聞き、素晴らしい
福祉の循環の輪が構築されていると感じます。末永く地域に愛される憩いの場として長く農園を続けてほしいと願っています。

財団スタッフ
コメント

　私が30年前に大久保の町に
引っ越してきた当時は、田んぼや
畑がいっぱいで、のどかな風景が
そこにありました。しかし30年の
時を経て、町にはどんどん人口が
増え、同時に田んぼや畑はもちろ
ん、ため池も埋められて宅地へと姿を変えていきました。現在も住
宅は増え続けています。旧ぴあファームは、マンモス小として名高
い山手小学校のすぐ隣の土地を借りて誕生しました。約5年にわた
り複数の障害福祉施設の利用者さんや、福祉関係者、地域の子ど
もたちなど多くの人と農作業や、収穫した野菜の販売活動などを
通じて交流を図ってきました。しかし住宅が建ち込めてきまして、
ぴあファームはすっかり住宅に囲まれるかたちとなりました。農園
の作業に伴う音、人の声、畑にまく肥料の臭いなど、農園に対して
近隣住民の皆さんから声があがり始めます。住宅の増加にともな
い旧ぴあファームは移転を余儀なくされ、今年4月から新たな土地
で新ぴあファームとして農園を開園するに至りました。

　明石市立山手小学校地区社会福祉協議会と地域の障害福祉事
業が中心となり、地域のみんなが集える農園を運営しています。
年間を通して野菜の栽培を行い、その作業には地域の住民の皆さ
んや障害福祉事業所を利用する皆さんが多数参加しています。野
菜の栽培や収穫を通じて、みんなで収穫の喜びを共有し交流を深
める農園、それがぴあファームです。

町の成長とともにぴあファームも
生まれ変わる時がきた

　新ぴあファームは旧ぴあファームより広い土地ではありますが、
水道もガスも来ていない。日当たりが良いといえば聞こえはいい
ですが、休憩をとるにも日陰がない、急な雨が降ってもしのげな
い。これでは作業に来てくれる皆さんの負担が大きい、そういった
ことで雨風しのげて休憩ができる、ちょっとした集まりもできる、そ
んな拠点になるクラブハウスを作りたいという経緯に至りました。
おかげさまでこの助成をいただくことができ、決定のしらせをいた
だいてからさっそく作業にとりかかりまして、9月の段階で50％く
らいはできたかなというところです。メンバーの中に大工の経験
のある者もいまして、みんなで試行錯誤しながらこつこつ作業し
ています。電気はなんとかひけたんですよ。次は水、雨水を集めて
利用するタンクも設置してみました。これで畑にまく水を確保する
ことで車で運ぶ負担も少しは減るかな。関係している事業所さん
から使わなくなったスポットクーラーがあるということで譲っても

らい、気休めではありますがこの夏はよく使わせてもらいました。
ハウス内のテーブルなどもいらなくなったものを持ち寄ったり
譲ってもらったり。暑さ寒さ
の対策もしたいと思い断熱
材の代わりに、近くの卸売
市場にいって魚の発砲スチ
ロールの蓋をもらってきて
壁に貼って断熱材にしてみ
ようかと現在計画していま
す。とにかくお金をあまり使
わずに、みんなの得意なこ
とやアイデアを持ち寄って
進めているところです。

電気も水道もガスもない、
なにもないゼロの地で再スタート

　ぴあファームは、市社協
から憩いの場を作ってはど
うかという提案に乗るかた
ちで始まりました。私は地
区社協の会長を務めてお
り、同じく社協に所属する
メンバーたちとスタートさ
せました。元校長先生なんかもいます。私は過去に地区の自治会
長も務め、長く地域の皆さんとかかわってきまして、この大久保の
町のつながりの輪を大事にしたいという思いがあります。なんと
か市から助成をうけ、そういう目的なら賃料はいらないという地主
さんにも恵まれ旧ぴあファームが誕生しました。新ぴあも良い地
主さんに恵まれまして、ここは住宅地のはずれではありますがお
地蔵さん参りをかねて散歩される方が多く、最近はここに立ち寄
られる人も増えまして、タープを張って一緒にお茶をしたりしてい
ます。やがては地域のこう、何と言えばいいでしょう『道の駅』のよ
うな誰でも立ち寄れる憩いの場、交流の場にしていきたいですね。

たくさんのご縁に恵まれて
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